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「50年 の歴 史 か ら学 ぶ 」 を は じめ る に あた って

弘前大学名誉教授

今 充

おはようございます.た だ今の佐々木会長の

開会挨拶 に引き続 き,本 学会最初の講演 を始め

させていただきます.

ご周知の ように本学会は昭和34年8月(1959

年),当 時の弘前大学教授愼哲夫先生会長の元 に

仙台において開催 されたのを嚆矢 とします.ス

ライ ドで説 明させていただきますが,殆 どは白

鳥先生が司会をなさったフォーラム 「日本平滑

筋の歩み」のなかにあるスライドで,図1は 槙

先生の若か りし頃のお姿で,第13回 総会の時の

様子です.愼 先生の隣にお られますのが,会 長

をされました大内先生でございます.

図2は 第2回 平滑筋筋電図研究会の時の集合

写真です.当 時はまだ平滑筋学会にはなってい

図1.第13回 日本平滑筋学会総会風景.損,大 内先

生

図2.第2回 平滑筋筋電図研究会(軽 井沢晴山ホテ

ル)

ない頃で,本 日の御講演をされる先生で,参 加

しておられた方もみられます.図3は 第13回 総

会のときの様子で,大 内先生が主催 され十和田

で開催 された時の ものです.当 時は,図 にあり

ますように教室のスライド係がスライ ド映写を

しておりまして,扇風機で冷をとり畳の上で,皆

さん胡座 をかいておお らか に,し かし熱心 に

やったわけです.本 日は,こ うした懐かしい話

が諸先生方の講演の中に出て くるもの と思いま

す。

期せず して第50回 という記念すべき本学会

が この弘前の地で開催できました.そ のめぐり

合わせ に深 く思いを馳せてい るものであ りま

す.佐々木会長 も50回 という歴史の重みを噛み

締め,平滑筋研究50年 ―過去 と未来の接点一 と

いうテーマの もと,50年 の歴史か ら学ぶ,と い

うこの記念講演を,し かも学会初日の口火を切

る演題 として企画されたことに,本 学会への熱

き思いを感 じている次第であ ります.本 学会の

歩みは必ずしも平坦なものではなく,い ろいろ

な難問が山積しましたが,歴 代理事長,事 務局,

役員,そ して学会員の一貫 した研究発表に対す

る情熱が本学会の発展を支 えてきました.本 学

会の2分 の1世 紀にわたる成果は弘前大学小野

慶一教授によりこの地,弘 前で開催 された第27

図3.第13回 日本平滑筋学会総会 にお けるス ライ

ド映写風景.
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図4.第27回[本 平滑 筋 学会 総 会,フ ォー ラム にお

け る鈴 木 泰 三 ・白鳥常 男 先 生.

図5.第27回 日本 平 滑筋 学 会総 会,フ ォー ラム ー「日

本 にお け る平 滑筋 研 究 の 歩み 」.富 円 忠雄 ・福

原 武,田 北 周 平,愼 哲 夫先 生.

回総会のフォーラム 「日本平滑筋の歩み」にお

いて論 じられ,昭 和60年 のFr本 平滑筋学雑誌第

21巻(1985年)に 記載 されてお ります.幸 いな

ことに,そ のフォ―ラムの司会を担当された自

鳥先生や蒼々たる若 き研究者のお一人 としての

演者であ りました富田忠雄先生にも,本 目はご

参加いただきました.図4に は,そ の時の自鳥

先生のお姿 も見られますが,残 念ながら,雑 誌

の編集 を必死に担当されました鈴木泰三先生は

すでに亡 くなられました文また,演 者であ りま

した富田先生 も図5に 載ってお ります.

さらに,各演者皆様が学会長経験者であり,学

会創始 に関係深 く,平 滑筋の研究を通 して大き

く医学 ・医療の発展に貢献 をされた方々ぼか り

であ ります.佐 々木会長の目指された次の平滑

筋研究臨床へのステップアップ,の 図られたも

のとなることを確信してお ります.な お,本 講

演の全内容は,目 本平滑筋学会雑誌に掲載する

図6第50回 口本平 滑 筋学 会 総会,「50年 の歴 史 か

ら学 ぶ 」 座 長 の今 充 ・唐 木 英明 先 牛.

図7.第50回 口本平滑筋学会総会会長,佐 々木大輔

先生.

図8.第5〔1回 口本 平滑 筋 学会 総 会,「50年 の 歴 史 に

学 ぶ 」演 者,(右 よ り(伊 藤漸 ・砂 野 哲 ・富 口

忠 雄 ・田中 隆 ・岡本 英 三 ・白鳥常 男,各 先 生.

予定になってお ります.司 会 は,唐 木先生 と小

生が担当させていただきます.前 半は主に基礎

関係の演者で,後 半は臨床関係の先生方です.そ

れでは,唐 木先生にバ トンをタッチしたいと思

います.
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東京大学名誉教授

唐 木 英 明

司会を担当させていただきます唐木です。私

は,定 年退職後は内閣府で働かせていただいて

お りまして,内 閣総理大臣の命令で6月 か ら9

月まではネクタイをするなということでござい

ますので,ノ ーネクタイで失礼 をいたします.

今 日は,い まご紹介のように,6人 の先輩の先

生方のお話 を聞 く会ですので,私 は何 も申し上

げません.演 者のご紹介に徹 しさせていただき

ます.そ れでは,最 初のお話は伊藤先生に 「私

の研究の回顧 と提言」 ということでございます

が,一 言だけ申し上げますと,伊 藤先生はモチ

リンを発見された世界的に有名な先生でござい

まして,そ のお話 も聞かせていただけるのでは

ないかと思います.よ ろしくお願いします.

講演 を終わるにあたって

弘前大学名誉教授

今 充

各演者の方々より,こ ころ熱 く,深 くて重み

のある有意義なお話 を伺 うことが出来 ました.

必ずや,あ すか らの本学会の発展を担 う次世代

の学究のみなさんに,学 会長の目指した未来の

ロー ドマップを描 くのに大 きな参考になった も

のと思います.

貴重なご講演 を賜わった先生方,御 静聴 くだ

さった皆様 に感謝し,次 の1/4世 紀での記念講

演 も一層盛大であることを祈念 して会を閉じた

い と思います.有 難 うございました.


